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小林さんによる町の未来像をイラスト化したもの

　

前
回
は
、
昨
年
３
月
に
招
集
さ
れ
た

「
第
３
期
佐
久
穂
町
地
方
創
生
推
進
会

議
」
（
第
３
期
推
進
会
議
）
の
委
員
た

ち
が
、
未
来
の
人
に
な
り
き
っ
て
考
え

る
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
い

う
手
法
で
２
０
７
０
年
の
佐
久
穂
町
の

姿
を
検
討
し
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
各
委
員
は
お
互
い
に
意

見
を
交
わ
し
つ
つ
も
個
々
に
未
来
の
佐

久
穂
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
き
、
そ

れ
を
「
未
来
の
私
か
ら
現
代
の
私
へ
の

手
紙
」
と
い
う
文
章
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

例
え
ば
医
師
の
小
林
和
之
さ
ん
は
、

「
ど
こ
で
だ
っ
て
生
き
て
、
ど
こ
で
だ

っ
て
死
ね
る
」
と
い
う
町
の
未
来
を
描

き
ま
し
た
。
今
は
、
年
齢
や
健
康
状
態

な
ど
に
よ
っ
て
学
校
、
職
場
、
病
院
な

ど
と
居
場
所
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い

た
り
、
死
ぬ
と
き
は
病
院
で
看
取
ら
れ

る
こ
と
が
標
準
的
な
あ
り
方
だ
と
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
自

由
に
希
望
す
る
場
所
で
生
き
、
死
ぬ
と

き
も
安
心
で
き
る
自
宅
や
思
い
出
の
場

所
な
ど
、
好
き
な
場
所
を
選
べ
た
ら
幸

せ
な
の
で
は
、
と
い
う
の
が
小
林
さ
ん

　少子高齢社会のただ中、佐久穂町でも予測を超えるスピードで少子化、若年層の人
口流出が進んでいます。
　ある程度の人口減少は地方の共通課題として受け入れつつ、安心して幸せに暮らし
ていける町であり続けるために、一人ひとりができることはなんでしょうか。
　町が行っている取組みのうち、創生戦略づくりを中心にお知らせしていきます。

さくほの未来を考える ④
人口減少
社会における

問合せ先　総合政策課　政策推進係　☎0267-86-2553

未
来
人
と
し
て
考
え
た

「
こ
ん
な
町
に
し
た
い
」
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ワークショップに取り組む第３期推進会議のメンバーたち

が
違
う
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
ど
ん
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ

こ
に
大
事
な
要
素
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
価
値
観

を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
先
に
進
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
に
じ
っ
く
り
お
話
を
聴
い

て
、
そ
の
人
の
発
言
の
背
景
が
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
か
か
っ

た
け
れ
ど
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」

　

副
島
さ
ん
は
、
委
員
と
の
個
別
の
対

話
の
な
か
で
聞
き
取
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

を
ま
と
め
「
私
た
ち
の
見
た
い
風
景
」

（
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
仮
説
と
い

う
形
で
提
示
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
り
深
い
思
い
が

委
員
の
間
に
共
有
さ
れ
、
次
の
議
論
に

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

再
び
一
同
に
会
し
た
委
員
た
ち
は
、

「
私
た
ち
の
見
た
い
風
景
」
の
仮
説
を

眺
め
た
上
で
、
改
め
て
「
今
の
町
に
あ

っ
て
残
し
た
い
も
の
」「
今
は
な
い
け
れ

ど
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
も
の
」「
大
切

に
し
た
い
こ
と
」
と
い
う
観
点
で
気
に

な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

れ
た
テ
ー
マ
や
ア
イ
デ
ア
は
、
「
子
育

て
」「
人
が
集
ま
る
場
や
仕
掛
け
」「
つ
な

が
り
の
中
で
生
き
て
死
ぬ
」
と
い
う
３

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
、
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
思
い
を
持
つ
委
員

同
士
が
、
分
科
会
と
い
う
形
で
議
論
を

深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で

「
見
た
い
風
景
」
を
実
現
す
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
検
討
し
、
数
ヶ
月
単

位
で
実
行
で
き
る
小
さ
な
施
策
の
案
を

出
し
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
試
行
の
結

果
得
ら
れ
た
成
果
や
反
省
点
を
確
認
し

た
上
で
も
う
一
度
、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
や
そ
の
た
め
の
戦
略
を
検
討
し
、
試

験
的
取
組
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
試
行
を
踏

ま
え
て
町
が
長
期
的
に
進
ん
で
い
く
方

向
性
を
見
出
し
、
令
和
６
年
度
末
に

「
第
３
期
佐
久
穂
町
創
生
戦
略
」
と
し

て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
先
、
試
験
的
取
組
の
た
め
に
住

民
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
り
、

ご
意
見
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
出
て

く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
生
ま
れ

て
い
な
い
未
来
の
人
た
ち
も
含
め
、
様

々
な
立
場
の
方
々
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ

る
町
と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

連
載
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
さ

く
ほ
の
未
来
を
考
え
る
」
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
。

「
見
た
い
風
景
」
に
向
か
う

試
験
的
取
組
に
向
け
て

の
考
え
方
で
す
。
お
互
い
の
顔
が
見
え

る
小
さ
な
町
な
ら
、
そ
れ
を
可
能
と
す

る
よ
う
な
互
い
の
気
遣
い
や
対
話
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
も

込
め
ら
れ
た
未
来
像
で
す
。

　

各
委
員
の
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

は
、
イ
ラ
ス
ト
化
し
て
共
有
す
る
こ
と

で
直
感
的
に
把
握
が
し
や
す
い
形
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
並
べ
て
み
る
と
、

医
療
の
他
に
子
育
て
、
産
業
、
自
然
環

境
な
ど
、
着
目
す
る
点
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
る
も
の
の
、
「
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
」
「
町
の
資
源
」
な
ど
大
事
に
し

た
い
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
共
通
点

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
３
期
推
進
会
議
の
会
長

で
あ
る
副
島
優
輔
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と

り
か
ら
個
別
に
話
を
聴
き
、
各
委
員
の

関
心
事
や
大
事
に
し
て
い
る
思
い
な
ど

を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
み
ん
な
が
『
つ
な

が
り
』
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

互
い
の
思
い
を
共
有
し
、

議
論
を
深
化

３
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●問合せ先　げんでる号の利用等について：げんでる号受付センター　　☎86-1717
　　　　　　障がい者手帳や受給者証について：役場健康福祉課福祉係　☎86-2528

げんでる号ふれあいタクシー「げんでる号」
　　ご利用ください

「げんでる号」は事前予約制の乗合型タクシーです。
町内のお出かけにお気軽にご利用ください。

令和５年４月３日の運行から「げんでる号」の利用料（一部）が改定されます。
●子ども料金区分の改定　　●障がいをお持ちの方についての料金改定

利用回数券は、11枚で おとな3,000円／小中学生・障がい者1,000円（１枚お得）です。 
利用１回（１乗車）ごとに利用券１枚が必要です。 利用券の払い戻しはできません。
※現金乗車の場合は、おつりの無いようにお願いします。げんでる号車内では100円券の回数券販売はありません。

佐久穂町｜デマンド型乗合タクシー
　　　　　「げんでる号」

げんでる号

事前に、住所・氏名などの「利用登録」が必要です。
利用する便の30分前までにげんでる号受付センターへ電話をして
次のことを申し込んでください。
①利用する人のお名前 ②自宅の電話番号
③希望時間  ④行き先
※朝の８時便を利用する場合は前日（前日が休日の場合は休日に
　なる前の日）に予約してください。

◇どなたでもご利用できますが、乗降困難な方の場合は介助者の同乗（有料）をお願いし
　ます。運転手は介助等の対応ができませんので、ご自身で乗降車できる方のご利用をお願
　いします。
◇経済活動（通勤等）での利用はご遠慮ください。
◇山間地（八千穂高原など）や別荘地、農地は運行しません。
◇町外へお出かけする場合は、タクシーやJR小海線をお使いください。（小海線各駅や町境ま
　では運行しております。小海線ご利用の場合は余裕をもってお出かけください）
◇手をあげても止まりません。必ず受付センターへ申し込んでください。
◇ご自宅や行き先までの道路が狭い場合は、広いところまで出てきていただくことがあります。
◇お迎えの予定時刻は、乗車人員によって前後しますので、余裕を持ってお待ちください。

申込みの
しかた

受付

基本時刻表

利用券 ４月から「げんでる号」の利用料（一部）が変わります

乗車区分 備考令和５年４月３日～
（１回利用料）

おとな
（高校生以上）

未就学児

小中学生

障がい者の方

回数券販売窓口

商工会、役場、茂来館、
千曲病院、げんでる号車内

商工会、役場、茂来館、
千曲病院

役場、茂来館、千曲病院
障害者手帳（身体・療育・精神）または自立支援医療受給
者証をお持ちの方（チケット購入時、乗車時に確認させて
いただきます）

３歳～中学生
利用料150円を改定

変更なし300円

無料

100円

100円

◇平日のみ
　（土、日、祝日、年末年始、旧盆は休み）

◇午前８時～午後４時

げんでる号受付センター
　　　　　　　　　  いいな   いいな

☎86-1717

＜町中方面へ＞

行き便

８：00
９：00
10：00
11：30

午
前

８：40
９：40
11：00
―

＜自宅へ＞

帰り便

13：30
14：30
15：30
―

午
後

13：00
14：00
15：00
16：00

注意事項
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●材料（２人分）
鶏むね肉…１枚
米…………２合
塩…………小さじ１/2
酒…………大さじ２
長ねぎ（青い部分）
※付け合わせ野菜はお好みで

●作り方
①鶏むね肉の表面にフォークで穴をあける。
②お米を研ぎ、炊飯器に入れ、塩、酒を加
　え、２合目の目盛りまで水を加える。
③長ねぎの青い部分を米の上に置き、その
　上に鶏むね肉をのせ、通常炊飯する。
※ねぎの上に肉をのせることで、ご飯の炊
　きむらをなくす。
④炊きあがったら、鶏むね肉を切り分け、
　ご飯と一緒に器に盛り付け、タレをかけ
　て完成。

【タレ】
　長ねぎをみじん切りにし、★の調味料を
合わせる。
※辛みが気になる場合は電子レンジで30秒
　ほど温めると、辛みが和らぐ。

炊飯器で！よだれ鶏のワンプレート

【タレ】
長ねぎ（白い部分）…１本
★醤油…………………大さじ２
★砂糖…………………小さじ２
★酢……………………大さじ１

たんぱく質が不足すると・・・
・爪が割れる　　・抜け毛や切れ毛　　・冷えやむくみ
・シミやシワ　　・筋肉量の減少　　　・肌の炎症　　など様々な影響を与える。

今月のテーマ

不足しがちなたんぱく質
1950年代よりも現代のほうが
たんぱく質摂取量が少ない！！

管理栄養士の役に立つ食事情報

１日に両手にのるくらい

の肉・魚・卵・大豆製品

・乳製品を摂りましょう。 １日のたんぱく質推奨量
成人男性：60～65ｇ
成人女性：50ｇ

納豆１パック
(重さ：50g)

鮭１切
（重さ：100ｇ） 豚ロース１枚

（重さ：90ｇ）

卵１個
（重さ：60ｇ）

合計たんぱく質量
53.9ｇ

安くて時短！
ごはんとメインおかず
が同時にできあがり

エネルギー：574.4kcal　炭水化物：69.6ｇ　脂質：15.3ｇ　たんぱく質：32.3ｇ　食物繊維：4.3ｇ　塩分：3.9ｇ
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問合せ先　住民税務課　税務係　☎0267-86-2526

税・料金は期限内の納付をお願いします 税・料金の納付は口座振替が便利です

　口座振替の方は、振替日の前日までに必ず口座残
高を確認してください。        
　現金納付の方は、納期限までに役場会計室、八千
穂福祉センター内出張所、各金融機関、コンビニエ
ンスストアにて納付してください。     
       

　一度お申込みいただくと、毎年自動継続しますの
で、納め忘れがありません。安心で便利な口座振替
をぜひご利用ください。
　お手続きは、役場各窓口または八十二銀行、佐久
浅間農協、ゆうちょ銀行（郵便局）でお願いします。

町税等の納期限
及び口座振替日一覧

町県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

国民健康
保険税

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

納　期　限
（口座振替日）

４月

1期

1期

５月
１日
（月）

６月

1期

3期

６月
30日
（金）

８月

2期

2期

2期

5期

８月
31日
（木）

10月

3期

4期

4期

7期

10月
31日
（火）

12月

4期

6期

6期

9期

12月
28日
（木）

５月

全期

2期

５月
31日
（水）

７月

2期

1期

1期

4期

７月
31日
（月）

１月

7期

7期

10期

１月
31日
（水）

３月

12期

４月
１日
（月）

２月

8期

8期

11期

２月
29日
（木）

９月

3期

3期

3期

6期

10月
２日
（月）

11月

4期

5期

5期

8期

11月
30日
（木）

納期月

税目等

令和
５年度
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時　間
７：30～７：55
８：15～８：20
８：25～８：30
８：35～８：40
８：45～８：55
９：00～９：10
９：15～９：35
９：45～９：55
10：00～10：10
10：15～10：25
10：30～10：40
10：50～11：00

第１回●旧佐久町        　令和５年４月５日（水）

第１回●旧八千穂村        　令和５年４月７日（金）

第２回●旧佐久町 　　令和５年４月14日（金） 第２回●旧八千穂村 　　令和５年４月14日（金）
時　間

８：40～８：50
９：00～９：10
９：15～９：25
９：40～９：55
10：05～10：15
10：25～10：40
10：50～11：05
11：15～11：25

時　間
８：30～８：40
８：45～８：50
８：55～９：05
９：10～９：15
９：20～９：25
９：35～９：40
９：50～10：00
10：05～10：10
10：20～10：25
10：30～10：35
10：40～10：45
10：50～10：55
11：00～11：05
11：10～11：20

時　間
８：10～８：20
８：25～８：35
８：40～８：50
８：55～９：05
９：10～９：20
９：25～９：40
９：45～10：00
10：05～10：25
10：35～10：45
10：50～11：00

時　間
７：45～８：10
８：15～８：20
８：25～８：40
８：45～８：50
９：05～９：15
９：25～９：30
９：35～９：40
９：50～10：00
10：05～10：15
10：25～10：30

時　間
８：10～８：20
８：25～８：35
８：40～８：50
９：00～９：10
９：15～９：25
９：35～９：45
９：55～10：05
10：10～10：20
10：25～10：35
10：40～10：50

４月５日（水）
旧佐久町

４月７日（金）
旧八千穂村

４月14日（金）
町内全域

登録済の犬１頭につき　3,600円  新規登録の犬１頭につき 6,600円
登録済の飼い主には、場所と時間を記載したハガキが届きますので、ご確認ください。

料金
場所と時間

令和５年度狂犬病予防注射日程表

場　所
佐久穂町役場前
大日向１区生活センター
大日向２区矢沢橋
大日向３区旧農協支所前
大日向５区生活センター
館公民館
川久保集落センター
余地中谷生活センター
余地自成寺入口
かさなり団地入口
畑ヶ中集落センター
陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）

場　所
大日向３区旧農協支所前
余地自成寺入口
川久保集落センター
陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）
下海瀬公民館
羽黒下駅前
柳翠区民センター
上区生活センター

場　所
下畑公民館
大門高根区民館前
大久保公民館
上野公民館
佐口公民館
八郡公民館
大石区民館
馬越公民館
高岩消防庫前
穴原消防庫前
崎田公民館
天神町区民館
商工会八千穂支所
八千穂福祉センター前

場　所
上本郷３大岳センター
上本郷４島田様宅横
旧影バス停前
上区生活センター
㈱林組様前
柳翠区民センター
宿岩生活センター
羽黒下駅前
花岡公民館
下海瀬公民館

場　所
八千穂福祉センター前
大門高根区民館前
山口肉店様横
天神町区民館
筆岩公民館
高岩消防庫前
ひだまり団地駐車場
穴原消防庫前
崎田公民館
商工会八千穂支所

場　所
下畑公民館
城山公民館
佐口公民館
うその口公民館
八郡公民館
松井公民館
大石公民館
柳沢公民館
馬越公民館
千ケ日向公民館

■問合せ
　住民税務課　生活環境係
　電話0267-86-2552

・飼い主は年１回、必ず狂犬病予防注射をさせなくてはなりません。
・新しく犬を飼い始めて、登録が済んでいない飼い主の方は、住民税務課生活環境係にお問い合わせください。
・登録した犬を譲渡した場合、犬が死亡した場合は住民税務課生活環境係にご連絡ください。
・上記日程以外でも、動物病院で個別に注射を受けることができます。
【狂犬病予防注射会場でご注意いただくこと】
・犬の糞は、飼い主が必ず持ち帰ってください。
・リードを短く持って、犬が飼い主から離れないようにしてください。
・ご自分の犬と、他の犬とを近づけないようにしてください。
・注射の際、飼い主に犬を押さえていただく必要があります。犬を押さえられないと、注射ができないことがあ
　ります。
・犬の体調が悪いと、注射ができないことがあります。

令和5年度 春の狂犬病予防注射の実施について
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こ ま ど り
星
空
観
望
会

府
中
市
民
協
働
ま
つ
り

サ
ク
キ
ャ
ン

　
佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
会
は
、

東
京
都
府
中
市
と
の
交
流
を
促
進

し
、
両
市
町
民
の
友
好
と
信
頼
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
、
桜
ま
つ
り
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験
、
商
工

ま
つ
り
、
ス
ス
キ
刈
り
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
事
業
、
友
好
訪
問
等
の
交

流
活
動
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
星
空
観
望
会
の
開
催

と
府
中
市
民
協
働
ま
つ
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

は
府
中
市
交
流
協
会
と
協
議
し
な

が
ら
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
府
中
市
と
の
交
流
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
協
会
理
事
又
は
事

務
局
（
役
場
総
務
課
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 　
11
月
11
日
生
涯
学
習
館
茂
来
館

駐
車
場
に
て
４
年
ぶ
り
に
町
内
の

小
学
生
に
府
中
市
郷
土
の
森
美
術

館
の
移
動
天
文
観
測
車
ペ
ガ
サ
ス

２
号
に
よ
る
星
空
観
望
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
非
常
に
寒
い
中
で
し
た
が
天
候

に
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
名
の
親
子

が
天
体
望
遠
鏡
を
覗
き
、
土
星
や

木
星
な
ど
の
惑
星
や
星
座
の
説
明

を
府
中
市
郷
土
の
森
美
術
館
の
方

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
冬
の
星

空
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　
11
月
26
日
に
府
中
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
「
プ
ラ
ッ
ツ
」
に
て
開
催

の
第
８
回
府
中
市
民
協
働
ま
つ
り

に
参
加
し
佐
久
穂
町
の
特
産
品
の

販
売
を
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ッ
ツ
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
レ
ン
ジ
ブ
ー

ツ
」
に
て
生
産
者
の
方
が
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
協
会
が

佐
久
穂
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
、
２
日
に
佐
久
穂
町

の
駒
出
池
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
体

験
イ
ベ
ン
ト
サ
ク
キ
ャ
ン
を
開
催

交
流
協
会
か
ら
、
井
出
理
事
長
、

黒
澤
副
理
事
長
、
須
田
農
園
さ
ん

が
協
力
を
し
ま
し
た
。

　
佐
久
穂
町
は
東
京
都
府
中
市
と

姉
妹
都
市
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
当
協
会
は
交
流
事
業
の
民
間
窓

口
と
し
て
、
両
市
町
の
相
互
理
解

と
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た

め
に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
の

企
画
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
年
会
費
　

　
個
人　
　
　
　
一
〇
〇
〇
円

　
法
人
・
団
体　
五
〇
〇
〇
円

◆
主
な
行
事

　
府
中
市
へ
の
友
好
訪
問

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
事
務
局

　
総
務
課
庶
務
係

　
電
話　
八
六―

二
五
二
五

会
員
募
集
!!

８
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◆
佐
久
穂
町
の

　
火
災
に
つ
い
て

◆
北
部
消
防
署
へ

　
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

◆
み
ん
な
で
山
を

　
守
り
ま
し
ょ
う

◆
い
ざ
と
い
う

　
時
の
た
め
に

北部消防署
0267-82-0119

こちら
北部消防署

です!

こちら
北部消防署

です!
火災多発期の
行動について

　
　

　
令
和
４
年
に
、
佐
久
穂
町
で
は

何
件
火
災
が
発
生
し
た
か
ご
存
知

で
す
か
？

　
令
和
４
年
は
４
件
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
火
災
の
内
訳
は
、

住
宅
火
災
が
２
件
、
そ
の
他
の
火

災
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火

災
発
生
の
原
因
は
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
佐
久
穂
町
で
発
生
し
た
火

災
の
原
因
は
、
火
の
不
始
末
・
下

草
焼
き
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
全
国
の
出
火
原
因
を
見
て
も
、

（
令
和
４
年
１
月
か
ら
９
月
）「
た

き
火
」
や
「
火
の
不
始
末
」
と
い

っ
た
、
佐
久
穂
町
と
同
様
の
出
火

原
因
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

た
き
火
を
行
っ
た
ら
必
ず
消
火
を

し
、
そ
の
他
に
も
火
を
取
り
扱
っ

た
際
に
は
、
し
っ
か
り
と
後
始
末

を
行
い
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
は
、
「
火
災
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
行
為
」
の
届
出
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
火
入
れ
や
た
き
火
、
そ
の
他
の

煙
や
火
炎
が
発
生
す
る
行
為
を
行

う
際
に
は
消
防
署
へ
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
令
和
４
年
に
、
佐
久
穂
町
の
方

か
ら
北
部
消
防
署
へ
の
届
出
は
約

30
件
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
が

届
出
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
が

届
出
さ
れ
て

い
な
い
場
所

で
の
火
入
れ

な
ど
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
消
防
署
が

火
入
れ
な
ど

の
行
為
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、

誤
報
に
よ
る
出
動
の
混
乱
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
届
出
は

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
の
届
出
は
焼
却
行

為
を
許
可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
庭
ご
み
な
ど
の
焼
却
は

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。　

　

　
毎
年
、
３
月
上
旬
に
「
全
国
山

火
事
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
の
統
一
標
語

は
「
火
の
確
認
　
山
を
愛
す
る
　

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
「
広
く
国
民
に

山
火
事
予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
予
防
対
策
を
強
化
し
、

森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全
に
資

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
す
。

　
山
林
に
延
焼
し
や
す
い
の
が
や

は
り
火
入
れ
で
す
。
春
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す
。
特
に
、
風
の
強
い
日

は
一
気
に
火
が
燃
え
広
が
り
、
山

林
に
延
焼
す
る
危
険
性
が
極
め
て

高
い
で
す
。
火
入
れ
や
た
き
火
は

風
の
強
い
日
は
控
え
、
消
火
の
準

備
を
し
、
複

数
人
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
佐
久
穂
町

は
山
林
も
多

い
た
め
、
山

火
事
予
防
運

動
の
期
間
に
限
ら
ず
、
通
年
で
山

火
事
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
山
林
火
災
に
お
い
て
被
害
が
大

き
く
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
命
の
危
険
が
大
き
い
の
は
や

は
り
住
宅
火
災
で
す
。

　
住
宅
火
災
の
主
な
原
因
は
人
の

不
注
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
大
切
な
家
族
や
財
産
を

守
れ
る
よ
う
、
普
段
か
ら
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、
自
分
が
ど
う
動
け
ば
い

い
の
か
、
日
頃
か
ら
家
族
や
近
所

の
方
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
身
体

の
不
自
由
な
方
々
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う

な
、
地
域
ぐ

る
み
の
対
策

を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ

う
。

　
消
火
器
の

位
置
や
使
用
方
法
、
消
防
へ
の
通

報
で
の
受
け
答
え
な
ど
は
、
一
度

確
認
し
て
お
く
と
必
ず
役
に
立
ち

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、

普
段
か
ら
火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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JR乗車券の購入は羽黒下駅・八千穂駅をご利用ください
■問合せ　総務課　庶務係　☎0267-86-2525

　羽黒下駅・八千穂駅では、普通乗車券をはじめ、
通勤・通学に使う定期券、新幹線の乗車券もご購入
いただけます。ぜひ町内の駅をご利用ください。
（羽黒下駅・八千穂駅は、JRとの契約により佐久穂
町で運営しています。売り上げの一部が町の収益と
なります。）
　
■ご不明な点は下記までお問い合わせください。
　羽黒下駅　86-2019
　八千穂駅　88-2040
　事前にご連絡いただくとスムーズにお買い求めい
ただけます。

※注意※
　・クレジットカードでの購入はできません。
　・管理人が不在の場合もありますので、ご了承く
　　ださい。

■問合せ　産業振興課　農政係　☎0267-86-2529

新規就農研修センターの利用について

　町では、農の里親制度を活用する方を対象に新規
就農研修センターの入居を受け入れています。農の
里親制度の活用を検討される方は農政係までご相談
ください。
　また、入居部に空きがある場合は１年未満の短い
期間研修生を受け入れている農家を対象に、中短期
利用の運用を行っております。入居部の空き情報等
の詳しい内容については、農政係までお問い合わせ
ください。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

■問合せ　教育委員会　こども課　学校教育係　☎0267-86-4940

令和５年４月採用会計年度任用職員募集に
ついて（佐久穂小・中学校給食共同調理場）

　４月から働ける給食調理場会計年度任用職員を以
下のとおり２名募集します。調理経験及び調理師資
格の有無は問いません。子ども達の笑顔のために私
達と一緒に働きましょう！！

お
知
ら
せ

勤務場所
勤務内容
勤務時間
週勤務日数
募集範囲
時給

調理全般
7.5時間
５日間
65歳まで　女性１名
929円～

佐久穂町共同調理場（学校内）
ご飯炊き他
4.5時間
３日（月水金）
65歳まで１名
929円～



　information

［広告欄］

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

　さくほっこの行事は、感染症対策のため定員を限
定して全て予約制で実施しています。
■定員　各５～６組程度
■参加費　無料
■対象者　就学前のお子さんと保護者の方
■１家庭３つまでの行事（就労相談を除く。）に申
　し込みいただけます。
■４月分の予約受付開始時間
　３月25日（土）９：00～
※感染症の状況によって、内容が変更または中止に
　なることがありますのでご了承ください。
 

　

『さくほっこ行事　親子deドラムサークル』
■日時：４月18日（火）
　　　　第１部　10：00～10：45
　　　　第２部　11：00～11：45
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール３
　たいこや、音の出る様々な道具を使って、リズム
を楽しみます。大人、乳幼児はもちろん、赤ちゃん
から楽しめますので、お気軽にご参加ください。

『親子遊びとおしゃべり会』
■日時：４月26日（水）　10：00～11：00
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール３
　親子でふれあいあそびをした後は、ママ達でおし
ゃべりを楽しみましょう♪おしゃべり会のファシリ
テーターは、精神保健福祉士の小林有里さんです。

■行事予約方法について
◎佐久穂町公式ＬＩＮＥで、「メニュー」の「予約」
　を選択し、案内に従って入力してください。
◎定員に達し次第、キャンセル待ちをこどもセンタ
　ー窓口または電話（86-2123）で受付けます。
◎ご不明な点は、お問い合わせください。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
■日時：４月27日（木）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール３
　予約が満席となり、お誕生児で予約できなかった
場合には、こどもセンターまでご連絡ください。

※４月は、「子育てママの就労相談」と「すくすく
　TIME」はありません。
※各行事日程は、変更になる場合があります。詳細
　は、さくほっこだより４月号をご覧ください。
※こどもセンタープレイルームは、平日９：00～17
　：00、土曜日９：00～13：00（日・祝除く）に
　開館しています。お気軽にお出かけください。

行事の詳細

広報
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　information

■４月の休館日
　３日（月）・10日（月）・17日（月）
　24日（月）・28日（金）

■移動図書館車の巡回日
　Ａコース：水曜日【５日・19日】
　Ｂコース：木曜日【６日・20日】
　Ｃコース：金曜日【７日・21日】

　本誌の公民館報へ４月から９月
までの日程を掲載しています。

■とちの実おはなし会
　日時　４月８日（土）　15：00～15：30
　場所　図書館内

■春の読書週間企画第１弾！
　❀図書館ツアー“ちょこっと司書体験”
　日時　４月23日（日）
　　　　①10：30～　②14：00～
　　各回定員５名（親子の場合２組）
　※事前申込制
　❀雑誌リサイクル市
　　４月29日（土）～　無くなり次第終了

■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

図書館だよりお
知
ら
せ

■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係
　　　　　☎0267-86-2340

令和5年度児童扶養手当及び特別児童
扶養手当等の手当額のお知らせ

　2022年全国消費者物価指数の実績値（対前年比＋
2.5％）が公表され、ひとり親家庭等に支給される児
童扶養手当および精神または身体に障がいのある児
童を養育している家庭に支給される特別児童扶養手
当額が改定されました。令和５年度の手当額は、2.5
％の引き上げとなります。
■ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当

■精神または身体に障がいのある児童を養育してい
　る家庭に支給される特別児童扶養手当

お
知
ら
せ

■問合せ　佐久平環境衛生組合　☎0267-62-1119

佐久平環境衛生組合の
事務所移転について

　佐久平環境衛生組合と南佐久環境衛生組合が統合
し新組合となることに伴い、令和５年４月１日から
組合名、所在地及び連絡先が次のとおり変更となり
ます。

■変更前（３月31日まで）
　▽組合名　佐久平環境衛生組合
　▽所在地　〒385-0041
　　　　　　佐久市鍛冶屋477
　　　　　　（佐久平環境衛生センター　３階）

■変更後（４月１日から）
　▽組合名　佐久環境衛生組合
　▽所在地　〒384-0612
　　　　　　佐久穂町大字宿岩306
　　　　　　（現南佐久環境衛生組合事務所）
　▽電話番号　0267-86-7710

お
知
ら
せ

手当月額
53,700円（＋1,300円）
　35,760円（＋860円）

令和５年４月～
１級該当児童
２級該当児童

手当月額
44,140円（＋1,070円）
44,130円～10,410円

（＋1,070円～＋250円）
10,420円（＋250円）
10,410円～5,210円
（＋250～＋120円）
6,250円（＋150円）
6,240円～3,130円
（＋150～＋80円）

令和５年４月～
　　　全部支給
　　　

一部支給
　　　

　　　全部支給
　　　

一部支給
　　　

　　　全部支給
　　　

一部支給

第
一
子

第
二
子

第
三
子
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［広告欄］

八千穂クリニックからお知らせ
令和５年４月より眼科診療を開始致します。

医師：澤井循暉
（平成６年群馬大学医学部卒業）

澤井先生から
メッセージ

八千穂クリニック　TEL：0267-88-3931

診療科目（令和5年 4月～）
胃腸科・内科・眼科・小児科・ドック・放射線科

※眼科診察：火曜日午後１:30～ 6:00（予約制）となります。

診察

検査

診察

月

午前
８：30
｜

12：00

午後
３：00
｜

６：00

診療時間

ドック

眼科
診察
（※）

火

ドック

水

ドック

診察

木

診察

検査

診察

金

診察

検査

土

診　察
９：00
｜

11：00

診　察
９：00
｜

11：00

診　察
９：00
｜

11：00

　information

■問合せ　長野県企画振興部総合政策課　☎026-235-7013／一般社団法人　長野県不動産鑑定士協会　☎026-225-7025

不動産鑑定士による無料相談会を開催します。お
知
ら
せ
　所有者不明土地等の発生予防のために不動産登記
制度が改正され、相続登記が令和６年４月１日から
義務化されます。

○土地や建物といった不動産を親などから相続した
　場合は、３年以内に相続登記の申請が必要になり
　ます。
○すでに不動産を相続した方も令和６年４月から３
　年以内に申請が必要になります。

　詳しくは、長野地方法務局のホームページをご覧
いただくか各法務局までお問合せください。

～不動産鑑定士による無料相談会～
　長野県が後援する不動産鑑定士による無料相談会
を開催します。
　不動産評価に関する事項（売買、交換、相続、借
地、担保、賃貸借等）について不動産鑑定士が回答
します。
　予約不要です。お気軽に会場へお越しください。

■場所・日時
　・長野市役所　　：４月４日（火）
　・上田商工会議所：４月４日（火）
　・野沢会館　　　：４月４日（火）
　・伊那市役所　　：４月４日（火）
　・飯田市役所　　：４月４日（火）
　・諏訪市役所　　：４月５日（水）
　・松本市役所　　：４月５日（水）
　各会場10時～正午、13時～16時です。
■問合せ
　一般社団法人　長野県不動産鑑定士協会
　電話：026-225-5228

　10年前に博愛眼科・多田博行
先生より紹介され、冬は凍てつく
が美味しい空気と水・自然に魅か

れ、佐久穂町にやってきました。千曲病院にて勤
務し、８年前から白内障手術を実施してきました。
　この度、青木先生との縁もあり、八千穂クリニ
ックで眼科を担当することになりました。当面は
火曜日午後の診療となります。
　微力ではございますが、引き続き佐久穂町（南
佐久）の皆様の目の健康（診察・手術など）に努
力する所存でございます。
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警察官（令和６年４月採用第１回・令和５年10月採用）の募集を開始しました。
■問合せ　長野県警察本部　☎026-233-0110

　３月１日から、警察官A・警察官Bの募集を開始し
ました。

～警察官A区分（令和６年４月採用第１回）～
■受験資格
　次の条件をすべて満たす方が対象です。
・昭和63年４月２日以降に生まれた方
・大学を卒業した又は令和６年３月までに卒業見込
　みの方
■受験案内・申込書の配布場所
　・長野県警察本部　警察職員採用センター
　・長野県内の各警察署、交番、駐在所
　○インターネットによる申し込みもできます。
■受付期間
　３月１日（水）～４月17日（月）
■第１次試験
　試験日：５月14日（日）
　試験地：長野市、松本市、東京都、愛知県

～警察官B区分（令和５年10月採用）～
■受験資格
　次の条件をすべて満たす方が対象です。
・昭和63年４月２日から平成17年４月１日までに生
　まれた方
・大学を卒業した又は卒業見込みの方を除く
■受験案内・申込書の配布場所
　・長野県警察本部　警察職員採用センター
　・長野県内の各警察署、交番、駐在所
　○インターネットによる申し込みもできます。
■受付期間
　３月１日（水）～４月17日（月）
■第１次試験
　試験日：５月14日（日）
　試験地：長野市、松本市、東京都、愛知県

■採用に関する問合せ
　長野県警察本部　警察職員採用センター
　採用フリーダイヤル：0120-314-031

お
知
ら
せ

佐久穂町出産・子育て応援事業について
■問合せ　健康福祉課　健康づくり係　☎0267-86-2528（直）

　町では、国が創設した「出産・子育て応援交付金
事業」に基づいて、妊娠、出産された方に「出産・
子育て応援事業」として、伴走型相談支援と経済的
支援を行います。
【伴走型相談支援】
　妊娠届出から、全ての妊婦・子育て家庭に寄り添
い、相談に応じます。
【経済的支援】
・出産応援給付金（妊娠届出時）
　妊婦１人あたり５万円

・子育て応援給付金（出産後）
　児童１人あたり５万円
■事業開始日：令和５年３月１日
■事業対象者：
　令和５年３月１日以降に妊娠届出及び出産した方
（経過措置として、令和４年４月１日～令和５年２
　月28日に妊娠届出及び子どもが生まれた方）
※経過措置の対象となる方へは、３月１日より通知
　を発送しておりますので、詳細は通知をご確認く
　ださい。

お
知
ら
せ

この春は押し花を始めませんか？　～茂来館での押し花手習いのお知らせ～

押し花が初めての方でも、仲間と一緒に楽しく、基本
から押し花づくりをしています。
60種類以上の小物から選んで、楽しく制作できます。
もちろん製作した小物は毎回持ち帰ることができます。
夏休みの子供の課題も恒例で開催します。

開催日時：月２回（第１火曜日、第３金曜日）
　　　　　10：00～15：00
　　　　　（午前のみ・午後のみの参加も可能です）
場　　所：茂来館
講　　師：世界押し花芸術協会会員
　　　　　新里　愛耶華（しんざと　あやか）

講座の詳細については　080-3177-6173（新里）までお問合せください。



ホームページ instagram 

地域おこし協力隊員コラム地域おこし協力隊員コラム

　2023年１月19日に、私が協力隊として携わっている「さくほリビングカレッジ」
の公開収録を茂来館で行いました。さくほリビングカレッジとは、“さまざまなゲ
ストから話を聞くことを通して、佐久穂町での暮らしを見つめ、新たなアイデア
や挑戦のヒントを見つけにいく学びの場”です。今年度は、“山との暮らしを知る、
山の学校編”として、山との関わりが深い佐久穂町での暮らしについて、３人のゲ
ストをお招きしてお話を伺いました。

　ゲストからのお話を聞く中で実感したのは、原体験が現在の職業に大きく関わ
っていることへの憧れと、それが可能である環境の豊かさです。（原体験とは：
記憶の底にいつまでも残り、その人が何らかの形でこだわり続けることになる幼
少期の体験のこと。出典：大辞林）南佐久南部漁業共同組合にお勤めの笹﨑さん
は、ご実家で鯉の養殖をされていたこともあり、幼少期から魚が身近な存在だっ
たそうです。また、農作業のお手伝いのご褒美として川に連れて行ってもらった
り、放課後にお友達と誰が多く魚を捕れるかを競争したりと、魚や川が生活の中
での楽しみであり、それが現在に繋がっている部分もあるとのことでした。

　仕事の内容やこだわりはもちろん、幼少期に獲得した原体験の延長線上にキャ
リアを見出し、自らの職業について語る姿は、とても楽し気に、そして格好良い
ものであると感じました。近頃キャリアを含めた生き方について考える場面が個
人的に増えたのですが、今回のお話から、笹﨑さんにとっての川が、自分の場合
は何なのか（どんな状況に身を置くことが自然と捉えているのか）を今一度振り
返ってみるのも一つヒントになる気がしています。

　他のお二方（森について：株式会社フォレステージ 前田俊一さん　狩猟につい
て：佐久穂町猟友会 島﨑和友さん）のゲストのお話も含め、この場では語りきれ
ない当日の様子はyoutubeで動画配信中です。ホームページからぜひご覧くださ
い。

地域おこし協力隊　河上　陽子

さくほリビングカレッジ収録を終えて
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館報さくほ
図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 

ご案内　＊時間は停車時間です。天候等により前後する場合がありますのでご了承ください。
 　また荒天などのときは、巡回を中止する場合もあります。
　　　　＊祝日、年末年始は巡回しません。詳細は巡回表をご確認ください。
　　　　＊祝日法が改正された場合、巡回を中止することもあります。

コース

巡回日

巡回
時間

読み
聞かせ
巡回

火曜日 A（水曜日） B（木曜日）

令和５年４月
～９月

C（金曜日）

移動図書館車巡回日程
 ４／５・19
 ５／10・24
 ６／14
 ７／５・19
 ８／２・16
 ９／６・20

佐久療護園
10：10～10：40

愛の郷グループホーム
10：45～11：00

千曲園
13：35～14：05

筆岩旧集乳所前
14：40～14：55

穴原公民館
15：10～15：20

陽だまりの家（宮前）
15：30～15：45

しらかば社会体育館
15：50～16：10

 ４／７・21
 ５／12・26
 ６／16
 ７／７・21
 ８／４・18
 ９／８・22

愛の郷・特養
10：30～11：00

陽だまりの家（海瀬）
13：20～13：40

城山公民館
13：50～14：05

マルヒデ上区店
14：15～14：30

羽黒下駅
14：40～14：55

花岡公民館
15：35～15：55

 ４／６・20
 ５／11・25
 ６／15
 ７／６・20
 ８／３・17
 ９／７・21

佐久穂町役場
12：40～13：10

かさなり
13：20～13：35

川久保集落センター
13：40～14：00

（旧）JA佐久浅間大日向支所
14：10～14：30

栄保育園
15：40～16：00

八千穂保育園
15：40～16：00

令和５年３月16日 107



令和５年度 佐久穂町公民館等行事予定表
宮田三郎木版画展（３/25～23日）、奥村土牛記念美術館耐震工事のため長
期休館（４月から翌年３月まで）
※ 図書館：毎月第２土曜日「とちの実おはなし会」
ウォーキング教室（23日）、第１回分館長会議（27日）、春の読書週間（23
日～５/７）
春の読書週間（４/23～７日）、パソコン教室A開講（９日）
こども公民館開講（13日、20日）
ウォーキング教室（21日）

分館対抗ソフトボール大会（４日）、第１回人権同和教育協力員講座（未定）
さくほスタインベルクピアノ小澤英世コンサート（18日）
わくわくチャレンジ教室（18日）、第１回文化芸術講座_小林洋子氏（25日）、
ウォーキング教室（25日）
町民ゴルフ大会（２日）、パソコン教室B開講（４日）、第２回人権同和教
育協力員講座（未定）
分館対抗バレーボール大会（９日）、わくわくチャレンジ教室（15日）、さ
くほスタインベルクピアノ山口万里子コンサート（16日）、さかな釣り教室
（16日）
ウォーキング教室（23日）、第２回文化芸術講座_上原美次氏（23日）、第
１回むかたん一般公開（29日）、こども劇場（30日）
茂来館まつり（６日）、わくわくチャレンジ教室（６日）
二十歳を祝う会（15日）、第３回人権同和教育協力員講座（未定）
職場交流スポーツ大会（20日）、ウォーキング教室（27日）、第３回文化芸
術講座_黒澤大陸氏（27日）
ブックスタート「絵本を歌おう」コンサート（２日）
わくわくチャレンジ教室（10日）、ウォーキング教室（17日）、さくほスタ
インベルクピアノ須田桃香コンサート（17日）
第１回人権同和教育推進員講座（未定）、第１回人権同和教育実践分館研修
会_天神町分館/上区第１分館（未定）
詩の朗読と音楽の世界（１日）、わくわくチャレンジ教室（７日）、スポー
ツDAY（８日）

第２回むかたん一般公開（14日）、体力向上登山・町民ハイキング（15日）、
第２回人権同和教育推進員講座（未定）
第４回文化芸術講座_奥山圭一氏（22日）
佐久穂町文化祭（３日～５日）、假屋崎省吾花育講座（佐久穂小５年生）（２
日）、假屋崎省吾華展（３日～12日）
わくわくチャレンジ教室・スマイルボールング（11日）、パソコン教室C開
講（14日）
さくほスタインベルクピアノリレーコンサート（19日）、歌唱教室開講（25
日）、第３回人権同和教育推進員講座（未定）、第２回人権同和教育実践分
館研修会_天神町分館/上区第１分館（未定）
わくわくチャレンジ教室（３日）、第５回文化芸術講座_須田秀俊氏（９日）、
わら細工教室（10日）
さくほスタインベルクピアノクリスマスコンサート「小須田萌」（17日）
第２回分館長会議（21日予定）、親と子のスキー教室（24日）
歌唱教室発表会（13日）
誰でも学べる古文書教室開講（１月～３月未定）
さくほスタインベルクピアノ北端祥人コンサート（21日）、芸能鑑賞会（28
日予定）、パソコン教室D開講（30日）
冬の読書週間　本のリサイクルほか（未定）

分館対抗ラージボール卓球大会（11日）、寄せ鍋発表会（25日）
　
町民ソフトバレーボール大会（３日）
さくほスタインベルクピアノ福本純也ほっとジャズコンサート（９日）、ウ
クライナ応援コンサート（17日予定）
奥村土牛記念美術館第100回作品展示替*リニューアルオープン（４月）

※４月開催の公民館運営審議会・分館長会議等で正式に決定されます。日程等変更の際は、ご容赦ください。

　
　

第１回区長会議（24日㈪・総務課）

　
花苗配布（未定・住民税務課）
環境美化運動（28日予定・住民税
務課）
　
粗大ごみ収集（10日、住民税務課）
　

第２回区長会議（１日㈯・総務課）
　
　
　
　
　

総合防災訓練（３日㈰・総務課）
ごみ分別収集カレンダー（後期分）
配布（未定・住民税務課）
　

八千穂高原紅葉祭（８日予定・商
工会、観光協会）、粗大ごみ収集
（14日・住民税務課）
　
　
　

区長会視察研修（未定・総務課）
　
　
　
　

消防団出初式（13日㈯・総務課）
　
　

第17回人権フェスティバルin佐久
穂（４日予定・住民税務課）

第３回区長会議（22日㈭・総務課）
　
ごみ分別収集カレンダー（前期分）
配布（未定・住民税務課）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

総務課ほか関連行事生涯学習課・公民館・図書館・美術館・むかたん行事予定時期

上旬

中旬

下旬

上旬
中旬

下旬

上旬
中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬
中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬
下旬
上旬
中旬

下旬

上旬

中旬
下旬
上旬

中旬

下旬

月
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関
わ
り
を
大
切
に

佐
久
穂
小
学
校
６
年
２
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ば
や
し　
　

た
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林　
太
一

　
人
と
た
く
さ
ん
関
わ
る
た
め
に
、
そ
の

第
一
歩
と
し
て
一
番
関
わ
り
や
す
い
の
は

あ
い
さ
つ
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
散
歩

し
て
い
る
と
き
に
、
他
に
歩
い
て
い
る
人

に
会
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
人
が
知
ら
な

い
人
だ
っ
た
と
し
て
も
、
私
が
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
相
手
の
人
も
気
持
ち
よ
く
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
そ
の
人
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
簡
単
に

人
と
関
わ
れ
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と

い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
人
と
関
わ

る
の
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
さ
く
ほ
っ
こ
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
で
す
。
さ
く
ほ
っ
こ
グ
ル
ー
プ
と

は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
が
ク
ラ
ス
や
学

年
を
超
え
て
、
関
わ
り
、
協
力
し
、
活
動

す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
は
全
部

で
六
十
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
清
掃
な
ど
で
交
流
を
深

め
、
ま
た
毎
朝
順
番
で
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
は
、
年
れ

い
が
ち
が
う
メ
ン
バ
ー
で
、
一
緒
に
一
つ

の
こ
と
を
協
力
し
何
か
を
行
う
こ
と
で
、

上
級
生
が
下
級
生
を
助
け
た
り
、
み
ん
な

で
協
力
し
や
り
と
げ
る
こ
と
で
、
支
え
合

　
私
は
、
佐
久
穂
小
学
校
副
児
童
会
長
の

小
林
太
一
で
す
。

　
私
は
、
誰
も
が
自
分
の
人
生
を
幸
せ
な

人
生
に
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
世
界
に
は
幸
せ
で
は
な

い
人
も
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
、
世
界
中

の
人
が
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
人
と
た
く
さ
ん

関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。「
た

く
さ
ん
の
人
と
関
わ
る
」
こ
れ
は
児
童
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
部
に
も
あ
り
ま
す
。
自

分
や
佐
久
穂
小
学
校
の
み
ん
な
が
人
と
関

わ
り
、
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
児
童
会
で
次
の
二
つ

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
で
す
。

　

今
年
は
、
３
年
ぶ
り
に
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

茂
来
館
の
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
町

内
各
学
校
で
取
組
ま
れ
て
い
る
人
権
に
か

か
わ
る
標
語
作
品
や
詩
・
習
字
の
展
示
、

小
諸
養
護
学
校
ゆ
め
ゆ
り
の
丘
分
教
室
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
久
穂
町
企
業
人
権
同
和
教
育

推
進
協
議
会
所
属
37
事
業
所
の
ご
協
力
に

よ
り
、
会
場
内
で
人
権
啓
発
活
動
を
行
い

標
語
入
り
の
あ
め
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
小
林
太
一
さ
ん
・
宮
城
栞
さ

ん
の
人
権
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人権
フェスティバル

in 佐久穂
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い
な
が
ら
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
は

ぐ
く
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

周
り
の
人
か
ら
支
え
て
も
ら
う
に
は
、
自

分
を
信
頼
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

信
頼
し
て
も
ら
う
た
め
に
ま
ず
す
る
こ
と

は
、
周
り
の
人
に
親
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

す
る
と
、
や
っ
て
も
ら
っ
た
人
は
少
し
だ

け
で
も
救
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち

が
今
度
は
自
分
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
大

事
な
の
は
、
広
い
は
ん
囲
で
多
く
の
人
に

や
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
多
く
の
人

が
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　
今
、
二
つ
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
た
が
、
こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
私
は

改
め
て
人
は
支
え
合
い
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
親
切
に
し
た
人
、

関
わ
っ
た
人
が
支
え
て
く
れ
た
り
、
助
け

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
人
々
と
の

「
関
わ
り
合
い
」
が
、
人
生
を
手
助
け
し

よ
り
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
世
界
中
で
人

々
が
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
傷
つ
け
合
う

こ
と
の
な
い
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
「
支

え
合
い
」
を
し
た
ら
、
一
人
一
人
の
人
生

が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
幸
せ
な
人
生
に
な

る
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
・

イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル!



い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
自
分

の
夢
を
あ
き
ら
め
た
く
な
い
気
持
ち
、
障

が
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
選
手
と
し
て
世

界
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
た
気
持
ち
、
障

が
い
は
、
自
分
の
体
の
一
部
で
あ
り
、
武

器
で
も
あ
る
と
は
な
し
て
い
た
選
手
も
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
前
向
き
な
気
持
ち
を
知

っ
て
、
障
が
い
＝
か
わ
い
そ
う
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
の
人
に
し
か
な
い
武
器
に
な
る
と

初
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
他
の
人

よ
り
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
う
の
で
、

前
向
き
に
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

選
手
の
人
た
ち
は
、
強
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
障
害
が
あ
る
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き

な
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
の
権
利
を

奪
う
の
で
は
な
く
、
選
手
が
あ
き
ら
め
ず

夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
も
障

が
い
を
持
っ
た
人
々
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
偏
見
や
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
」
の
は
、
相

手
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
で
そ
れ
は
、
学
習
す
る
こ

と
で
改
善
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
は
今
後
、
偏
見
な
ど
を
持
た

ず
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
で
相
手
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
自
分
の
言
動
に
は
責
任
を
持

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

別
親
し
い
わ
け
で
も
な
い
し
、
理
由
が
あ

っ
て
き
ら
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た

の
で
、
あ
ま
り
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
子
が
転
校
す
る
と
き
に
残

し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
終
始
笑

顔
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
回

の
学
習
で
、
私
も
、
そ
の
子
へ
の
偏
見
を

持
っ
て
い
た
の
か
も
と
、
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
他
の
国
の
自
分
た
ち
と
は

違
う
人
」
と
い
う
線
を
無
意
識
の
う
ち
に

引
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
、

外
国
へ
行
け
ば
、
外
国
人
と
い
う
立
場
に

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
、
私
が
そ
の

子
に
接
し
た
よ
う
な
態
度
で
は
つ
ら
く
、

壁
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の

子
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
か
も
と
人
権
学

習
で
気
づ
き
ま
し
た
。

　
外
国
人
の
ほ
か
に
も
障
が
い
を
持
っ
た

人
々
と
の
こ
と
も
学
習
し
ま
し
た
。
私
は
、

学
習
を
す
る
前
ま
で
、
障
害
を
持
つ
こ
と

は
つ
ら
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
学
習
で
は
、
障
が
い
を
も
っ
た

人
達
は
、
周
り
の
人
か
ら
「
か
わ
い
そ
う
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
の
方
が
つ
ら
い
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
で
は
、
障
が

　
私
は
先
日
、
中
学
校
で
人
権
を
学
ぶ
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
権
の
学
習
は
、
小

学
校
の
こ
ろ
か
ら
定
期
的
に
あ
り
、
人
権

作
文
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
て
、
人
権
と
い
う
テ
ー
マ
に
は
な
じ
み

が
あ
っ
た
つ
も
り
で
し
た
。
で
す
が
、
今

回
の
学
習
で
は
、
今
ま
で
よ
り
も
も
っ
と

別
の
考
え
方
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
学
習
で
は
主
に
、
「
偏
見
や
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
他
の
国

の
人
々
を
、
外
国
人
と
ひ
と
ま
と
め
に
す

る
こ
と
も
人
権
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
私

に
は
、
小
学
校
の
頃
に
海
外
か
ら
来
た
同

級
生
が
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
子
と
特

大日向小学校児童の皆さんの
作品展示

佐久穂小学校児童の皆さんの
標語作品

佐久穂中学校生徒の皆さんの
標語作品

人
権
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

佐
久
穂
中
学
校
９
年
３
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

み
や
ぎ　
　
　
　

し
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城　
　
栞
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同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

奥村土牛記念美術館 
長期休館について

（お知らせ）

【休館中のお問合せは、
　　佐久穂町公民館　生涯学習課
　　文化財・芸術係
　　　tel 0267‐86‐2041
　　　fax 0267‐86‐2939
　　　　　　　　　　まで、お願いします】

令和４年度

人権同和教育実践分館研修会を
終了しました。
　本年度、人権同和教育実践分館事業として、
宿岩分館・石井宗夫分館長ならびに﨑田分館・
内藤富夫分館長ご協力のもと、同地区公民館
において人権同和教育用ＤＶＤ視聴による研
修と参加者による意見交換会を各２回行いま
した。
　また、人権フェスティバル㏌佐久穂への積
極的参加を呼び掛け、多種多様化する人権問
題の解消に向け、ご理解とご協力を深めてい
ただきました。
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仏
の
間
寒
木
瓜
挿
し
て
話
か
く
父
さ
ん
は
花
・
葉
っ
ぱ
は
私

加
藤
　
京
子

昼
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
雪
の
兎
の
片
の
目
ほ
ど
け

　
篠
原
す
み
江

立
春
の
声
聞
く
今
日
は
嬉
し
か
り
猫
柳
の
芽
少
し
ふ
く
ら
む

西
沢
　
槙

在
り
し
日
に
夫
の
育
て
し
鉢
植
ゑ
を
移
動
し
転
倒
大
鉢
を
割
る

菊
原
　
泰
子

小
雪
舞
う
田
圃
よ
り
昇
る
白
煙
「
ど
ん
ど
」
か
・
い
い
え
秋
仕
舞
な
り

市
川
エ
ツ
子

梅
の
香
が
た
だ
よ
い
来
た
り
通
学
路
・
孫
と
一
緒
の
楽
し
い
時
間小

山
み
ち
子

昨
日
も
雪
今
日
も
ま
た
雪
大
空
を
見
上
げ
て
雪
掻
き
春
よ
・
来
い
こ
い

狩
野
つ
る
子

冬
晴
れ
に
仕
事
や
め
よ
う
決
め
た
の
に
風
が
つ
め
た
い
引
継
ぎ
の
朝

高
見
沢
純
子

種
を
播
く
土
耳
古
桔
梗
の
一
粒
に
春
へ
夏
へ
と
希
望
を
繋
ぐ

石
井
　
雪
子

飛
ぶ
鳥
を
真
似
て
は
試
行
を
繰
り
返
す
二
月
の
家
鴨
よ
・
こ
の
空
の
あ
を

中
島
　
雅
子

佐
久
穂
町
短
歌
会

　美術館では、お客様に安心して作品
を鑑賞していただくこと、並びに町指
定文化財である歴史的建造物を将来へ
引き継ぐことを目的として、耐震工事
を行うよう準備を進めております。
　工事に要する期間は、令和５年３月
から令和６年３月までを予定しており
ます。
　休館中はご迷惑やご不便をお掛け致
しますが、皆様のご理解・ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

宿岩分館
意見交換会

﨑田分館
DVD視聴研修会



分館対抗（交流）ラージボール卓球大会
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　２月12日（日）に第18回分館対抗
（交流）ラージボール卓球大会が、し
らかば社会体育館で開催されました。
　今年度は決勝リークは行わず、各ブ
ロックのリーグ戦とし、10分館10チ
ームが３ブロックに分かれ熱戦を繰り
広げました。

１

２

３

４

高野町第３

穴原

畑ヶ中

うそのくち

順位 Ａブロック

高野町第１

宿岩

上畑

Ｂブロック

四ツ谷

大門高根

中央

Ｃブロック

　１月31日（火）、から２月23日（木）ま
で計８回、公民館主催のパソコン教室Dコ
ースが茂来館で開催されました。
　パソコン教室Dコースでは、インターネ
ット検索の仕方からメールの使い方、動画
の見方、インターネットショッピングの利
用方法など、インターネットの楽しみ方を
学びました。
　今年度は、昨年に引き続きコロナ禍中で
したが、参加者の皆様に新型コロナウイル
ス感染症対策にご協力いただくことで、昨
年５月から今年の２月まで計29回全てコー
スを開催すること
ができました。講
師の先生方をはじ
め参加者の皆様、
ありがとうござい
ました。

パソコン教室の開催
　昨年の11月からスタートした歌唱教室（全
７回）の発表会を１月14日（土）に開催しま
した。
　メリアホールで発表を行い、13名の参加者
がステージに立ちました。
　発表会には、ご家族や一般の来場者延べ30
人程の観客を迎え、発表者は観客を前にしな
がらも堂々と課題曲を歌いきり、発表を終え
た後には達成感で満ち溢れていました。
　フイナーレは全員で「心の瞳」を歌い、教
室を閉講しました。
　講師の山口万里子先生をはじめ２名の先生
方、そして参加者の皆様お疲れ様でした。来
年度も11月から
歌唱教室を実施
予定ですので、
皆様のご参加を
お待ちしており
ます。

「歌唱教室発表会」の開催



佐久穂ウィンドオーケストラ

魅惑のウクレレ団

高橋さといさん

Tokkan cozy

クラブキクチ

八巻杜樹さん

Team Hiroshi

楽歌＆リーベ

ちいろばうたのほん
プロジェクト

KOO～幸～
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「笑いヨガ」に出会って11年。“笑顔のチカラ”を三代先までつなげたい--

さとう　しほ

佐藤志穂さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第72回

1977年旧佐久町生まれ。幼稚園教諭を
2010年に退職後、「笑いヨガ」に出会う。
信州短大で運動保育、コミュニケーショ
ン論を教え、保育園・幼稚園８園で健康
体操を指導。「笑顔のチカラ」をテーマに
国内外で講演多数（のべ６万人を動員）。
笑いの大切さを描いた絵本『ほっほっは
はは！』を19年に出版（のちに英訳本も）。
「笑いヨガ」は110カ国以上に拡大中。一
つの仕事にとらわれない生き方講座も人
気。家族は夫と３男の５人。佐久市在住。

「
私
は
朝
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
き
も
『
ハ
ハ
ー
』
、

お
料
理
し
て
い
る
と
き
も
『
ハ
ハ
ー
』
っ
て
笑
っ
て
い
ま

す
。
『
笑
い
ヨ
ガ
』
っ
て
、
笑
っ
て
い
る
だ
け
の
体
操
か

と
思
い
き
や
、
子
育
て
に
対
す
る
考
え
方
や
、
人
生
観
ま

で
も
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」

「
笑

「笑いのスイッチを入れますよ～。１、２、３！」のかけ
声で笑い出す参加者たち＝「笑いヨガ体験教室」（茂来館）

　
　
　
　
い
は
心
の
安
定
剤
、
栄
養

　
　
　
　
源
で
す
ね
」

　
　
　
　
「
笑
い
」
と
ヨ
ガ
の
呼
吸

を
組
み
合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」̶

̶

。
考
案
し
た
カ
タ
リ
ア
医
師
（
イ

ン
ド
）
が
掲
げ
る
「
笑
い
は
最
高
の

ク
ス
リ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
を

飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
。

「
今
日
も
町
の
健
康
教
室
で
、
お
年

寄
り
十
五
人
ほ
ど
に
『
笑
い
ヨ
ガ
』

を
教
え
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
『
一

年
ぶ
ん
く
ら
い
笑
っ
た
』
っ
て
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
み
な
さ
ん
普

段
か
ら
あ
ま
り
笑
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
」

　
　
　
　
　
　
†

　
短
大
卒
業
後
、
幼
稚
園
教
諭
と
な

っ
た
志
穂
さ
ん
。
「
幼
稚
園
教
諭
は

天
職
」
と
思
う
ほ
ど
仕
事
に
力
を
そ

そ
い
で
い
た
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
と
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
悩
む
。

当
時
は
産
休
も
な
く
、
「
結
局
、
子

育
て
を
選
び
ま
し
た
」
。

「
産
後
う
つ
」
に
も
苦
し
ん
だ
。

「
原
因
は
私
が
考
え
る
子
育
て
の
理

想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
。
幼
稚
園
教

諭
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
理
想
ば

か
り
を
追
い
求
め
て
い
た
ん
で
す
ね
」

　
さ
ら
に
身
体
障
害
者
施
設
で
健
康

体
操
を
教
え
て
い
る
と
き
、
利
用
者

さ
ん
の
顔
に
笑
い
が
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
。「
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
、
調
べ
て
い
た
ら
見

つ
け
た
の
が
『
笑
い
ヨ
ガ
』
で
し
た
」

　
す
ぐ
に
「
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
。
「
私
、
思
い
立
っ
た
ら
行

動
し
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
の
で
（
笑
）」。

　
そ
の
後
イ
ン
ド
で
カ
タ
リ
ア
医
師

直
々
の
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
講
座
」
を

受
講
。
カ
タ
リ
ア
医
師
も
じ
つ
は
う

つ
病
経
験
者
だ
っ
た
。
「
地
位
・
名

誉
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求
め

た
結
果
だ
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
、

笑
い
の
効
用
に
つ
い
て
研
究
し
、「
笑

い
ヨ
ガ
」
を
考
案
す
る
。

「
笑
う
と
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
、

心
の
状
態
が
安
定
す
る̶

̶

こ
れ
は

医
学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
」

「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
効
果
は
す
ぐ
に
あ

ら
わ
れ
た
。

「
ま
ず
子
ど
も
と
の
関
係
が
よ
く
な

り
ま
し
た
。
私
の
理
想
に
子
ど
も
を

は
め
こ
む
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を

一
人
の
人
間
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

身
体
障
害
者
施
設
の
利
用
者
さ
ん
の

表
情
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
†

　
一
九
年
に
絵
本
『
ほ
っ
ほ
っ
は
は

は
！
』
を
出
版
。
失
敗
し
て
怒
ら
れ

て
ば
か
り
の
男
の
子
が
家
出
を
し
、

探
し
に
き
た
お
母
さ
ん
と
森
で
再
会

す
る
。
怒
っ
て
ば
か
り
い
て
「
笑
顔
」

を
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
た
お

母
さ
ん
は
男
の
子
と
仲
直
り̶

̶

。

じ
つ
は
こ
の
お
話
、
志
穂
さ
ん
母
子

の
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
、
子
ど
も

の
嫌
な
と
こ
ろ
ば
か
り
が
見
え
て
、

子
ど
も
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
『
笑
い
ヨ
ガ
』
に
出
会

っ
て
か
ら
は
、
私
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る
と
、『
お
母
さ
ん
笑
っ
て
』
っ
て

子
ど
も
に
言
わ
れ
ま
す
も
ん（
笑
）」

　
心
の
状
態
を
整
え
る
に
は
笑
い

が
い
ち
ば
ん
、
と
力
説
す
る
。

「
親
た
ち
の
心
の
状
態
を
整
え
る

̶
̶

こ
れ
が
子
ど
も
が
ス
ク
ス
ク

育
つ
原
点
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
が
な

い
の
は
大
人
が
暗
い
顔
を
し
て
い

る
か
ら
。
そ
ん
な
大
人
を
見
て
い

た
ら
、
子
ど
も
だ
っ
て
そ
う
な
り

ま
す
よ
ね
。
絵
本
を
持
っ
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
講
演
に
行
っ
て
、

子
育
て
の
悩
み
は
世
界
共
通
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

　
親
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
が
大
切
、
と
説
く
。

「
最
高
の
教
育
は
親
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
生
き
る
、
そ
の
姿
勢
を
子
ど

も
に
見
せ
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、

子
ど
も
も
自
立
し
ま
す
。
自
立
し
た

個
の
集
合
体
、
そ
れ
が
家
族
の
理
想

だ
と
思
い
ま
す
」

「
笑
い
の
習
慣
化
」
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。

「
私
は
朝
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と

き
も
『
ハ
ハ
ー
』
、
お
料
理
し
て
い

る
と
き
も
『
ハ
ハ
ー
』
っ
て
笑
っ
て

い
ま
す
。『
笑
い
ヨ
ガ
』
っ
て
、
笑
っ

て
い
る
だ
け
の
体
操
か
と
思
い
き
や
、

子
育
て
に
対
す
る
考
え
方
や
、
人
生

観
ま
で
も
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」

　
目
指
す
は
〝
プ
ラ
ス
の
連
鎖
〞
だ
。

「
私
が
今
や
っ
て
い
る
の
は
〝
笑
顔

の
種
ま
き
〞
。
あ
と
は
み
な
さ
ん
に

育
て
て
も
ら
っ
て
、
〝
プ
ラ
ス
の
連

鎖
〞
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
う
し

て
、
私
た
ち
の
世
代
だ
け
で
な
く
、

三
代
先
ま
で
〝
笑
顔
の
チ
カ
ラ
〞
を

つ
な
げ
た
い
。
そ
う
や
っ
て
み
ん
な

が
笑
顔
に
な
っ
て
お
だ
や
か
に
暮
ら

せ
ば
戦
争
も
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
」
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